
Information町からのお知らせ　【３月】

男
女
共
同
参
画

町総務課　 TEL 096－234－1140（内線223）

■
睡
眠
を
妨
げ
る
要
因
が
男
女
に

　
よ
っ
て
異
な
る
!?

　

厚
生
労
働
省
の
国
民
健
康
・
栄
養
調

査
に
よ
る
と
、
下
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、

睡
眠
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、

女
性
で
は
家
事
（
21
・
０
㌫
）
、
男
性

で
は
仕
事
（
37
・
７
㌫
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、「
男
は
仕
事
、
女
は

家
庭
」
と
い
っ
た
固
定
的
性
別
役
割
分

担
意
識
に
よ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

一
方
で
、
男
性
の
長
時
間
労
働
に
よ

り
、
家
事
な
ど
へ
の
主
体
的
な
参
画
を

困
難
に
し
、
結
果
と
し
て
女
性
が
多
く

を
担
う
状
態
と
な
っ
て
い
る
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

固
定
的
役
割
分
担
意
識
の
解
消
を
図

る
と
同
様
に
、
多
様
性
を
活
か
し
た
働

き
方
を
実
施
す
る
こ
と
で
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

■
カ
ジ
ダ
ン
・
イ
ク
ジ
イ
募
集
！

　

男
性
の
み
な
さ
ん
に
も
、
男
女
共
同

参
画
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
家
事
や
育
児
な
ど
を
積
極
的
に
行

う
「
家
事
男
（
カ
ジ
ダ
ン
）」・
「
イ
ク

メ
ン（
育
児
に
励
む
男
の
人
の
こ
と
）」・

「
育
爺
（
イ
ク
ジ
イ
・
孫
の
育
児
を
手

伝
う
お
じ
い
さ
ん
の
こ
と
）」
を
、
広

報
紙
な
ど
で
ご
紹
介
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
や
ご
意
見

な
ど
を
写
真
と
と
も
に
、
町
総
務
課
ま

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
総
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

男女共同参画社会を
目 指 し ま し ょ う

カ ジ ダ ン・ イ ク ジ イ を 募 集 し ま す！

国
民
年
金

町住民生活課　 TEL 096－234－11１３　（内線104）　

■
国
民
年
金
付
加
年
金
制
度
と
は

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
（
国
民

年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
）
な
ら
び
に

任
意
加
入
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の
方

を
除
く
）
が
、
定
額
保
険
料
に
付
加
保

険
料
を
上
乗
せ
し
て
納
め
る
こ
と
で
、

受
給
す
る
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
る
制
度
で
す
。

●
定
額
保
険
料
の
月
額

　

１
６
，
４
９
０
円
（
平
成
29
年
度
）

●
付
加
保
険
料
の
月
額

　

４
０
０
円

■
付
加
年
金
額

　

付
加
年
金
額
は
、
「
２
０
０
円
×
付

加
保
険
料
納
付
月
数
」
で
す
。

　

例
え
ば
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40

年
間
、
付
加
保
険
料
月
額
４
０
０
円
を

上
乗
せ
し
て
納
め
た
場
合
、
40
年
間
で

総
額
１
９
２
，
０
０
０
円
を
余
分
に
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
年
金
を
受

け
取
る
時
に
年
額
９
６
，
０
０
０
円
加

算
さ
れ
ま
す
の
で
、
２
年
間
で
取
り
戻

し
、
そ
の
後
の
分
は
支
払
っ
た
金
額
よ

り
多
く
も
ら
え
ま
す
。

■
付
加
保
険
料
納
付
の
際
の
注
意
点

　

付
加
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
際
、

次
の
６
つ
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

①
付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
し
込
ん

　

だ
翌
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

②
付
加
保
険
料
の
納
期
限
は
翌
月
末
日

　

と
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

③
月
末
が
土
曜
日
、
日
曜
日
、
休
日
な

　

ど
に
あ
た
る
場
合
お
よ
び
年
末
の
納

　

期
限
は
、
翌
月
最
初
の
金
融
機
関
な

　

ど
の
営
業
日
と
な
り
ま
す
。

④
納
期
限
を
経
過
し
た
場
合
で
も
、
期

　

限
か
ら
２
年
間
は
付
加
保
険
料
を
納

　

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑤
付
加
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
を
希

　

望
し
な
い
場
合
は
、
付
加
保
険
料
納

　

付
辞
退
申
出
書
の
提
出
が
必
要
と
な

　

り
ま
す
。

⑥
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
方

　

は
、
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は

　

で
き
ま
せ
ん
。

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
年
金
事
務
所

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
８
１
４
４

詳しくは町住民生活課にお問い合わせください

国 民 年 金 保 険 料
付加年金制度のご案内

平 成27年 国 民 健 康・栄 養 調 査 報 告 に よ り 作 成

睡眠の確保の妨げとなっていること

【平成 27 年国民健康・栄養調査報告により作成】
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■睡眠の確保の妨げとなっていること

埋
蔵
文
化
財

町教育委員会社会教育課　 TEL 096－23４－2447（ 内線322）

■
「
遺
跡
」
と
は
昔
の
人
々
が
生
活

　
を
し
て
い
た
場
所
の
こ
と
で
す

　

「
文
化
財
保
護
法
」
で
は
「
埋
蔵
文

化
財
包
蔵
地
」
（
遺
跡
）
を
保
護
す
る

措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
包
蔵
地
内

で
住
宅
建
設
や
宅
地
造
成
な
ど
、
土
地

の
掘
削
を
伴
う
工
事
を
行
う
場
合
に
は

事
前
に
届
出
が
必
要
で
す
。

　

町
内
に
は
、
包
蔵
地
が
37
カ
所
あ
り
、

建
築
・
建
設
予
定
地
が
該
当
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
着
工
直
前
や
工
事
中

に
判
明
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
時
点
で

工
事
を
一
度
中
断
し
て
発
掘
調
査
を
行

う
必
要
が
生
じ
、
工
期
が
延
長
す
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
円

滑
な
工
事
の
実
施
の
た
め
に
も
、
工
事

計
画
が
具
体
化
し
た
時
点
な
ど
の
な
る

べ
く
早
い
段
階
で
町
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
に
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
震
に
よ
る
建
替
工
事
に
お

い
て
も
、
確
認
が
必
要
で
す
。

■
遺
跡
内
で
あ
っ
て
も
、
工
事
が
で

　
き
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

建
築
・
建
設
予
定
地
が
包
蔵
地
内
で

あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
工
事
が
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
届
出

を
行
い
、
社
会
教
育
課
に
よ
る
事
前
調

査
（
建
築
・
建
設
予
定
地
を
一
部
掘
削

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）
や
掘
削
時
の

立
会
な
ど
に
よ
っ
て
遺
跡
に
影
響
が
な

け
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
着
工
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

も
し
、
出
土
物
が
あ
っ
た
場
合
に
も
、

文
化
財
の
専
門
職
員
が
発
掘
調
査
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
工
事
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
前
調
査
に
要
す
る
費
用

は
、
社
会
教
育
課
が
負
担
し
ま
す
。

■
遺
跡
の
確
認
は
施
工
業
者
を
通
し

　
て
お
願
い
し
ま
す

　

ま
ず
、
施
工
主
は
工
事
業
者
に
社
会

教
育
課
へ
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
の
確
認

を
依
頼
し
、
そ
の
際
、
工
事
業
者
は
建

築
予
定
地
の
地
番
や
地
図
、
図
面
な
ど

を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

　

確
認
を
怠
っ
た
場
合
に
は
、
工
事
の

中
断
や
「
文
化
財
保
護
法
」
の
違
反
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

災
害
公
営
住
宅

町建設課　 TEL 096－234－1183（内線161）　

■
災
害
公
営
住
宅
・
３
団
地
の
建
設

　
を
進
め
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
熊
本
地
震
の
被
災
者
支
援

お
よ
び
震
災
か
ら
の
創
造
的
復
興
の
た

め
、
甲
佐
地
区
、
乙
女
地
区
、
白
旗
地

区
の
３
地
区
に
、
合
計
52
戸
の
「
災
害

公
営
住
宅
」
の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
建
設
戸
数

・
甲
佐
団
地
（
仮
称
）　

30
戸

・
乙
女
団
地
（
仮
称
）　

12
戸

・
白
旗
団
地
（
仮
称
）　

10
戸

■
乙
女
・
白
旗
団
地
（
仮
称
）
の

　
建
設
業
者
が
決
定
し
ま
し
た

　

こ
の
建
設
事
業
は
県
の
「
く
ま
も
と

ア
ー
ト
ポ
リ
ス
」
の
参
加
事
業
と
し
て

進
め
て
い
ま
す
。
建
設
業
者
の
選
定
は

県
に
よ
り
手
続
き
が
行
わ
れ
て
お
り
、

県
内
の
業
者
に
よ
る
一
般
競
争
入
札
で

入
札
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

乙
女
・
白
旗
団
地
（
仮
称
）
に
つ
い

て
、
昨
年
11
月
と
今
年
１
月
に
行
わ
れ

た
２
回
の
入
札
は
不
調
に
終
わ
り
ま
し

た
が
、
今
回
２
月
に
入
札
が
行
わ
れ
、

業
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

●
入
札
１
回
目

・
公
告　

平
成
29
年
10
月
17
日
（
火
）

・
開
札　

平
成
29
年
11
月
９
日
（
木
）

・
結
果　

不
調

●
入
札
２
回
目

・
公
告　

平
成
29
年
12
月
14
日
（
木
）

・
開
札　

平
成
30
年
１
月
18
日
（
木
）

・
結
果　

不
調

●
入
札
３
回
目

・
公
告　

平
成
30
年
１
月
26
日
（
金
）

・
開
札　

平
成
30
年
２
月
21
日
（
水
）

・
結
果　

決
定

　

甲
佐
団
地
（
仮
称
）
は
、
３
月
に
入

札
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

■
平
成
31
年
春
に
入
居
開
始
を

　
予
定
し
て
い
ま
す

　

当
初
の
予
定
で
は
、
乙
女
・
白
旗
団

地
（
仮
称
）
は
６
月
、
甲
佐
団
地
（
仮

称
）
は
10
月
に
入
居
開
始
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
２
回
の
入
札
不
調
に
よ
り
、

３
団
地
と
も
、
平
成
31
年
春
に
入
居
開

始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
な
日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
、
決

定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

災 害 公 営 住 宅 の
入居開始時期について

災 害 公 営 住 宅 は 来 年 春 入 居 開 始 予 定

住宅などを新築する
際は遺跡の確認を

詳 し く は 町 教 育 委 員 会 社 会 教 育 課 へ


